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世
話
に
な
り
ま
し
た
。
新
区
長
の

み
な
さ
ん
に
は
、区
の
ま
と
め
役
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

各
行
政
区
長
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
要
望
を
町
に
伝
え
た
り
、

町
か
ら
の
依
頼
を
住
民
に
伝
え
た

り
す
る
町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
で

す
。
こ
こ
で
は
、
今
年
１
年
間
お

世
話
に
な
る
各
行
政
区
長
の
顔
ぶ

れ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
辞
令
交
付
後
、
区
長
協

議
会
の
新
役
員
の
選
出
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会　

長　

石
井　

清
司（
再　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
高
久
田
区
）

副
会
長　

佐
藤　

哲
郎（
再　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
鏡
石
２
区
）

会　

計　

渡
辺　

俊
広（
新　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
鏡
石
４
区
）

監　

事　

常
松　
　

誠（
再　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
仁
井
田
区
）

監　

事　

吉
田　

唯
一（
新　

任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
田
区
）

　

１
月
６
日（
金
）午
後
３
時
か
ら

町
役
場
に
お
い
て
、
今
年
初
め
て

の
区
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
交
付
式
で
は
、
木
賊
町

長
か
ら
退
任
さ
れ
る
７
名
の
前
区

長
に
感
謝
状
が
、
新
任
６
人
を
含

む
13
名
の
新
区
長
一
人
ひ
と
り
に

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
木
賊
町
長
か
ら「
前

区
長
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
お新区長一人ひとりに委嘱状が手渡されました

鏡田区（新）
西牧　英二さん

高久田区（再）
石井　清司さん

成田区（新）
吉田　唯一さん

旭町区（新）
会田　勝計さん

鏡石２区（再）
佐藤　哲郎さん

仁井田区（再）
常松　　誠さん

鏡石４区（新）
渡辺　俊広さん

さかい区（再）
浅野　　啓さん 笠石区（新）

小貫　兄夫さん

鏡石１区（再）
小貫　辨明さん

久来石区（元）
井上　雄敏さん

鏡石３区（再）
深谷 荘一さん

豊郷区（新）
井口　之栄さん

⬅天栄村

玉川村➡

⬆須賀川市

町
と
の
太
い
パ
イ
プ
役

　
　
　

新
行
政
区
長
決
ま
る

新行政区長のみなさん
任期
平成18年 １月 １日から
平成18年 12月 31日まで

１
．
最
近
、
大
手
金
融
機
関
や
そ
の

グ
ル
ー
プ
を
か
た
り
、
紛
ら
わ
し
い

名
称
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
い
、「
○

○
万
円
ま
で
お
貸
し
で
き
ま
す
」と

い
う
よ
う
な
Ｄ
Ｍ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

融
資
の
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
へ
電
話

を
す
る
と
、

①
融
資
の
前
に
保
証
料
・
保
険
料
の

名
目
で
金
銭
を
振
込
ま
せ
る
。

②
一
度
振
込
む
と
手
数
料
な
ど
と
名

目
を
変
え
繰
り
返
し
入
金
を
要
求
。

③
後
で
返
し
ま
す
と
言
い
な
が
ら
、

当
然
、
返
金
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

　

正
当
な
業
者
な
ら
、
融
資
の
前
に

保
証
料
を
払
い
込
ま
せ
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
。

２
．
ま
た
、「
財
務
局
許
可
法
人
」等

と
公
的
機
関
を
装
う
実
在
し
な
い
団

体
名
で
、
債
権
請
求
の
は
が
き
を
送

付
し
、
支
払
い
を
迫
る
架
空
請
求
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
以
外
の
役
所
が
裁
判
所
へ

の
出
頭
を
通
知
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
連
絡
す
る
と
和
解
金
な
ど
と

の
名
目
で
金
銭
等
を
請
求
さ
れ
た
り

個
人
情
報
を
入
手
さ
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所
理

財
課　

☎
０
２
４
―
５
３
５
―

０
３
０
３

ル
を
中
心
に
活
動
を
展
開
。
そ
の

結
果
、
平
成
17
年
の
鏡
石
町
内
の

犯
罪
発
生
件
数
は
、
自
転
車
盗
難

が
59
件
か
ら
33
件
減
少
し
26
件
、

車
上
狙
い
が
49
件
か
ら
20
件
減
少

し
29
件
と
な
り
ま
し
た（
左
表
参

照
）。

　

し
か
し
、
全
刑
法
犯
の
う
ち
、

自
転
車
盗
難
、
車
上
ね
ら
い
の
犯

罪
が
全
体
の
４
割
以
上
と
依
然
と

し
て
多
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
も
、
こ
の
二
つ
の
犯
罪

の
撲
滅
と
、
最
近
、
子
ど
も
た
ち

を
ね
ら
っ
た
事
件
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
の
安
全

の
確
保
な
ど
を
重
点
事
項
に
活
動

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
犯
罪

へ
の
心
構
え
が
大
切
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
防
犯
に
つ
い
て
家

族
で
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
平
成
16
年
の
県
内
市

町
村
別
犯
罪
発
生
率（
犯
罪
発
生

件
数
を
人
口
千
人
当
た
り
に
換

算
）が
、
県
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
一
年

間
、
町
防
犯
協
会
や
地
域
安
全
推

進
協
議
会
、
須
賀
川
地
区
防
犯
指

導
隊
鏡
石
分
隊
、
地
域
安
全
活
動

推
進
員
の
み
な
さ
ん
が
、
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
防
犯
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
鏡
石
町
は
、車
上
ね
ら
い
、

自
転
車
盗
難
の
犯
罪
の
比
率
が
高

か
っ
た
こ
と
か
ら
街
頭
パ
ト
ロ
ー

　

１
月
24
日（
火
）午
後
６
時
30
分

か
ら
町
役
場
で
緊
急
防
犯
対
策
会

議
１
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
昨

年
の
当
町
の
犯
罪
発
生
件
数
が
、

前
年
の
２
３
２
件
か
ら
１
４
４
件

と
88
件（
38
％
）減
少
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
に
は
、
町
防
犯
協
会
や

町
地
域
安
全
推
進
協
議
会
、
須
賀

川
地
区
防
犯
指
導
隊
鏡
石
分
隊
、

地
域
安
全
活
動
推
進
員
な
ど
20
人

が
出
席
。
須
賀
川
警
察
署
で
発
表

し
た
平
成
17
年
の
犯
罪
発
生
件
数

の
報
告
を
受
け
た
あ
と
、
今
年
も

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
活
動
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

自
転
車
・

車
上
ね
ら
い
の
撲
滅
を

犯
罪
に
対
す
る
心
構
え
を

区　分
17年
ト－タル

前年同期 増　減 増減率

空 き 巣 8 3 5 167%

忍 込 み 1 0 1 100%

自 動 車 盗 3 4 △ 1 △ 24%

オ－トバイ盗 0 1 △ 1 △ 100%

自 転 車 盗 26 59 △ 33 △ 56%

車 上 ね ら い 29 49 △ 20 △ 41%

自販機ねらい 10 17 △ 7 △ 41%

計 77 133 △ 56 △ 42%

全 刑 法 犯 144 232 △ 88 △ 38%

●平成17年町の犯罪発生件数
　　　　　　　　　　　　　　（須賀川警察署調べ）

自
転
車
盗
難
33
件
、
車
上
ね
ら
い
20
件
減
少

大
手
金
融
機
関
を
か
た
っ
た

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に
注
意

　　　　　　　

安全安心の町に
＝町緊急防犯対策会議１月定例会＝

No.12

●12 犯罪件数
４割減

犯罪件数
４割減

犯罪件数
４割減

駐輪場などをパトロール


